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令和８年度宮城県スポＧＯＭＩ等実施業務に関する質問への回答 

 

No. 質問 回答 

１ ・募集要領第２について 

複数事業者による共同提案は可能

か。可能な場合は参加申込書におけ

る記載方法を教えていただきたい。 

・募集要領で特に制限を設けておりま

せんので、共同企業体(ＪＶ)で提案す

ることも可能です。 

・参加申込書については、代表構成員名

で作成の上、共同提案であること及び

その他の構成員名を余白等に明記し

てください。 

２ ・仕様書４【共通事項】（１）につい

て 

実施回数を「１回以上」と記載され

ているが、委託上限額 2,723,600 円

の範囲内で、スポＧＯＭＩおよび海

洋ごみ削減普及啓発イベントをそ

れぞれ複数回実施する企画提案は

可能か。また、複数回実施の提案は

評価上加点の対象となるか。 

・可能です。 

・評価上の取り扱いについては、お答え

できませんが、複数回の企画提案の場

合は評価される可能性はあり得ます。 

３ ・仕様書４【共通事項】（１）につい

て 

「両イベントを同日・同会場で開催

することも妨げない」とあるが、こ

の場合、実施回数のカウントは「２

回分」として扱われるのか、あるい

は「１回分」としてみなされるのか

を教えていただきたい。 

・両イベントを同日に開催した場合、

「スポＧＯＭＩ」１回、「海洋ごみ削減

に向けた普及啓発イベント」１回とし

て取り扱います。 

４ ・仕様書４【共通事項】（３）につい

て 

県ホームページ等、県が保有する広

報媒体を本事業の広報の一部とし

て活用することは可能か。 

・可能です。 

  



５ ・仕様書４【共通事項】（４）オにつ

いて 

悪天候・災害・感染症等により中止

または延期となった場合、既支出費

用および延期に伴う追加費用の精

算方法（委託料内での精算か、別途

協議か）を教えていただきたい。 

・委託業務内容の変更として、別途締結

する契約書に基づき対応することと

なります。具体的には発注者と受注者

において協議の上、決定します。 

６ ・仕様書４【スポＧＯＭＩ】（１）に

ついて 

募集戦略の立案にあたり、発注者と

して特に参加を期待する年齢層・属

性があれば教えていただきたい。 

・特定のターゲット層に限定していま

せんので、本業務の目的を達成するた

めに最も効果的と思われる内容で御

提案ください。 

７ ・仕様書４【スポＧＯＭＩ】（１）に

ついて 

「１回当たり 30チーム（１チーム

３〜５名）を想定」と記載されてい

るが、これは目標値と理解してよ

ろしいか。結果として参加チーム

数が 30チーム未満となった場合の

履行評価上の取り扱い、ならびに、

チーム数ではなく「参加者延べ人

数」や「複数回開催の合計チーム

数」といった代替指標を用いた提

案の可否について教えていただき

たい。 

・本委託業務では、あくまでも１回当た

り 30 チーム（1チーム３～５名）を参

加対象者の想定数としていますので、

当該規模を満たすよう、効果的な内容

で御提案ください。なお、当該チーム

数を超える提案は可能とします。 

・参加対象者は 30 チームを想定してい

ますが、実施段階において下回る応募

状況が確認された場合は、別途協議願

います。なお、想定規模を上回る応募

の場合はこの限りではありません。 

・以上のとおり、今回の企画提案におい

ては、代替指標は用いることなく、参

加対象者は 30 チームを想定した内容

で御提案ください。 

  



８ ・仕様書４【スポＧＯＭＩ】（２）ア

及びイについて 

連盟に求める連携の範囲(審判員

派遣、ルール監修、名称・ロゴ使用

等)として発注者が想定している

内容について。企画にあたり、弊社

から一般財団法人日本財団スポＧ

ＯＭＩ連盟へ問い合わせることに

なるかと思うが、県として本事業

で最低限、連盟の関わりが必要と

考えることを教えていただきた

い。 

・仕様書４【スポＧＯＭＩ】（２）「ア」

及び「イ」に記載のとおりです。 

９ ・仕様書４【スポＧＯＭＩ】（２）イ

について 

日本財団スポＧＯＭＩ連盟の公式

ルール遵守が求められる一方、同

（２）ウでは「独自ルールの設定な

ど、ゲーム性を取り入れた内容」の

提案が求められている。公式ルー

ルを遵守しつつ、当該連盟との協

議を前提として、独自のボーナス

ポイント制度（例：家庭で余った食

品を会場に持ち込むフードドライ

ブ連動、廃食用油の持ち込み等、県

の他施策と連動した行動に対する

加点）を追加することは可能か。 

・可能です。 

１０ ・仕様書４【海洋ごみ削減に向けた普

及啓発イベント】（１）について 

会場規模・参加賞等の積算にあた

り、発注者として想定している参

加人数の目安があれば教えていた

だきたい。 

・年齢や居住地等の制限は設けず、広く

一般を対象としているため、効果的な

内容で御提案ください。 

  



１１ ・仕様書４【海洋ごみ削減に向けた普

及啓発イベント】（２）について 

「ボランティア団体、地域団体、Ｎ

ＰＯ団体、教育機関、企業等と連携

して実施」とあるが、企画提案書の

段階で連携団体名を具体的に明示

する必要があるか。また、受注後に

連携団体を追加・変更することは

可能か。 

・企画提案の内容は、提案者側で御判断

いただいて構いませんが、具体的な内

容が含まれている提案は審査時等に

イメージしやすくなります。 

・事業実施に当たっては発注者及び受

注者で協議の上、その内容を決定しま

すが、連携団体の追加等、事業実施に

支障のない範囲での変更は可能とし

ます。 

 


